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ソ
徳
望
ァ
以
－
ア
店
員
、
三
千
ノ
多
キ
ヲ
卒
ヰ
一
フ
レ
タ
ル
ナ
η
ノ
近
時
上
下
徳
疎

ン
ヲ
情
簿
一
ブ
ギ
タ
ル
ノ
時
鈴
木
濁

7
家
族
温
情
ノ
美
風
ヲ
以
－
ア
天
下
ニ
誇
ヲ
篤
ジ
得
ル
モ
ノ

二
O
三



二
O
四

同
氏
人
格
ノ
反
映
ニ
蹄
ス
ト
謂
フ
可
キ
乎
而
モ
財
界
多
端
氏
ニ
負
フ
所
ノ
モ
ノ
倍
々
多
キ
ア

加
フ
ル
ニ

静岡
η
ノ
我
鈴
木
商
店
川
愛
ニ
偉
大
ノ
人
士
ァ
失
プ
氏
年
ア
享
ク
ル
四
十
有
七
街
春
秋

一
富
ム
向
後
大
一
一
氏
ニ
期
待
ス
ル
所
砂
カ
一
フ
ズ
何
グ

一
鈴
木
ノ
損
失
ノ
ミ
ト
ニ
一一
回
川
ン
ヤ
臆

悲
シ
イ
哉
今
ャ
幽
明
堤

7

里ハ一一

ス
天
ニ
訴
へ
地
ニ
突
ス
ル
モ
夏
ニ
懸
プ
ル
ナ
ク
昨
ノ
温
顔
今

何
庭
ニ
カ
見
エ

ム
哀
悼
何

プ
堪
フ
可

ク
ン
ヤ
愛
一
一
紳
戸
本
店
々
葬
ァ
以
ア
氏
ノ
葬
儀
ヲ
管
ム

ニ
蛍
η
ノ
我
ガ
蓋
湾
支
店
亦
謹

ミ
－
ア
、
追
悼
ノ
舎
式
ヲ
行
ブ
在
天
ノ
霊
堂
（
ク

川
努
第
ト
ジ
－
7

・来

y

饗

グ

ヨ
大

正

九

年

五

月

二

十

三

塞令日

湾名

支舎

店社

店鈴

員木

総商

代店

卒

a::::t 

1可

寅

太

民P

故
西
川
文
蔵
君
追
悼
曾

r

、京、

fv

、

か

件

刀

川

」

ん

A
／

（
大
阪
北
渡
つ
る
家
二
於
テ
施
行
）



維
持
大
・正
九
年
十
月
十
三
日
同
窓

ノ
蓄
友
等
悲

ニ
理
ヲ

設
ク

清
国
匝
2
必
ノ
実

7
以
47

故
情

竹
西
川
丈
蔵

君

ノ
霊

ア
祭
ル
君
夙
－
一
滋
賀
豚
商
業
皐
核
ニ

皐

ピ
業
卒
へ
－
ア

一見
ニ
笈
ヲ
東
都
ニ

A
F、
ヒ
後
紳
戸

鈴
木
商
店
ニ
入
ル
爾
来

二
十
有
飴

年
俗
廠
精
廠
常
ニ
雌
健
ニ
参
ジ

ア
克

ク
其
重

職
ニ

蛍

y
十
年

一
日
夏
一
一
慨
ル

コ
ト
ナ
シ
而
モ
資
性
温
厚

シ
テ
ノ清
廉
己
ヲ
持
シ
寛
裕
衆
ア

卒
ヰ

従
容

醤

一
ア
人
ト
争
プ

コ
ト
ナ
シ

宜

ナ
ル
哉

麓
望
大
ニ
揚
リ
ノ
令
間
期
界
一
一

噴

々
タ

y
、γ

コ

ト

ヤ
君
叉
書
畜
骨
董

ヲ
愛
ジ

静
居
時

二
香
ヲ
黙

ν
若
ヲ

烹

一ア
恰
然
ト

シ
ア
翰

墨

一
一
遊
プ
風
懐

高
雅
鑑

識

既
ニ
超
凡
ノ

域

ニ
入

ル
牙

箸
勿
忙
ノ
傍
綜

々
此
趣
味
ヲ
祭
ミ
叉
常
一
一
現
代
ノ
趨
勢

ア
察

ジ
犀
利
ノ

限

ヲ
以
－
ア
博

ク
百
各
ア
渉
滋
シ
有

ク

モ
新
知
ア
掻
取

ス
ル
ア
怠
一
フ

ズ
同
人
推

ジ
一ア

畏
友

ト
翁

ス
天
若
ジ

俄

ス

一
一
見
ニ
毒

ア
以
－
7

也
バ
必
ス
ヤ
園
熟
大
成
シ
ア
庚
ク
立
志
ノ

範
チ
揚
ク
ペ
カ

リノ
ジ
コ

鳴
呼
不

幸
二
萱

ノ
腎
ス
所
ト
ナ
η
ノ
齢
未

ダ
知
命
一
一

ダ

モ
遠
セ
ス
シ
ア

空
ク

幽
冥

ノ
境

－
一
入
一
フ

ル
痛
惜
桑

ソ
堪
へ

ン
蕊
ニ
同
窓
ノ
奮
友
等
相
謀

y
倶
ニ
舎
ジ
一
ア
謹
－
ア

英
霊
ァ
祭

リノ
恭

ジ
ク
冥
一
踊
ァ
一
前
ル
精
魂
街
御
ト
ジ
－
7

来
η
ノ
饗
ク

ヨ

命
商
舎
阪
一
脚
懇
話
舎

徳

代

士
口

田

ムヒ4
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新

聞

雑

号士
an》

記

事





大

阪

毎

日

新

聞

（五

月

十

六

日

）

紳
戸
A
口
名
舎
祉
鈴
木
商
店
支
配
人
さ
し
て

寅
業
界
に
重
を
潟
し
て
居
た
西
川
丈
蔵
氏
は
、
ニ

グ
月
以
前
か
ら
胃
潰

湯

に

て
引
寵

b
、静
養
中

一

時

飴

程

快

方

に

向

ふ

て

居

た
が
、
十
四
日
夜
か

ら
ク
誌
に

容

樫

が

縫
L
Y
、
十
五
日
午
前
十
一
時
過
ぎ
終
に
逝
去
、
享
年
四
十
七
。

紳

戸

叉

新

日

報

（
五
月
十
七

日）

蛍

市

鈴

木

商

店

支

配

人

西

川

丈

蔵

氏
（四
十
七
歳
」は
胃
潰

場

を

病

み

中

山

手

七

丁

目

の

自

宅

に
療
養
中

十

五
日
午
前
死
去
せ

b
、
氏
は
鈴
木
商
店

に
入

b
て
効

績
廿

有

七

年

に

及

び

資

性

温

厚
得
、
が
た
さ
名
支
配
人
な

b
き、
葬

儀

は

二

十

三
日

午

後

一

時

下

山

手

通

七

丁

目

善
一踊
寺

に

て

店

葬

を

以

℃

執

行

の

答
。

神

戸

新

聞

（五

月

十

入

日
）

鈴

木

商

店

支

配

人

西

川

丈

窺

兵

は

二
ク

月

程

以

前

か

ら

胃

潰

湯

を

病

ん

で

自

宅

に

静

養

し

ご

O
九



二一

O

て
居
た
、
爾
来
氏
は
、
撤
s
次

快

方

に

向

ぴ

静

か

に

起

居

を

な

す

に

至

る

迄

全

快

に

近

づ

き

己

に

全

快
祝
の
準
備
最
中
で
あ
っ
た
、
然
る
に
十
五
日
朝
来
急
性
腹
膜
炎
を
併
愛
し
た
、
松
永
主
治
墜
を

信

す

る

乙

さ

頗

る

厚

か

っ

た

西

川

氏

も

、

遂

に

中

西

博

士

芝

西

博

士

の

診

察

を

受

く

る

こ

さ

を

首

肯

し

た

、

だ

が

時

機

は

巳

に

退

く

中

西

博

士

の

急

診

を

受

〈

る

に

到

ら

ず

夫

人

の

腕

に

究

れ

て
終
に
、
永
眠
し
た
の
で
あ
る
、
鈴
木
商
店
の
首
脳
金
子
、
柳
田
の
二
氏
を
始
め
森
支
配
人
以
下
の

奮
知
は
悉
く
末
期
の
水
を
捧
げ
た
さ
一
五
ふ
、
西
川
氏
の
生
前
鈴
木
商
店
に
釣
す
る
働
き
振

b
は

頗

る

熱

烈

に

且

奮

闘

的

の

も

の

で

あ

っ

た

、

就

中

氏

が

一

般

祉

員

に

臨

む

や

頗

る

友

情

に

富

み

盆

暮

の

賞

奥

の

如

き

は

欣

袋

の

ま

、

て

部

下

に

配

分

し

自

分

は

決

し

て

持

つ

℃

蹄

ら

な

か

っ

た
さ
一
五
ふ
乙
さ
で
あ
る
、
鈴
木
商
店
の
今
日
あ
る
無
論
氏
の
努
力
も
奥
っ
て
大
な
る
力
が
あ
る

鈴

木

商

店

が

店

葬

の

躍

を

以

て

氏

の

最

後

を

飾

ら

う

ミ

す

る

無

論

蛍

然

の

と

さ

で

あ

る

。

大

正

日

々

新

聞

（五

月

十

入

日

）

古
書
室
聞
と
葉
巻

西
川
丈
蔵
氏
の
逝
去
は
鈴
木
商
店
に
取
つ
て
の
打
撃
の
最
大
な
も
の
で
あ
る
、
四
角
入
面
に

逝
い
た
西
川
氏
の
事



猪
突
的
の
手
腕
を
揮
っ
て
、
行
〈
ご
し
て
可
な
ら
、
ぎ
る
な
き
金
子
氏
を
助
け
て
、
世
界
的
に
雄
飛

し
っ
、
あ
る
今
日
の
鈴
木
王
図
を
形
成
す
る
に
至
ら
し
め
た
一
事
は
、
寅
に
同
氏
の
功
績
に
信
仰

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

。
明
治
二
十
七
年
東
京
高
商
を
卒
業
し
て
同
商
店
に
入
っ
た
が
、
其
頃
の
鈴

木
は
内
海
岸

通

四
丁
目
に
在

b
て
未
、
だ
極
め
℃
微
々
た
る
も
の
て
あ
っ
た
、
金
子
、
柳
田
爾
氏
が
主
ご
し
て
介
交

に
麿
る
一
方
に
於
て
、
氏
は
江
州
商
人
の
血
を
享
け
た
冷
静
に
し
て
温
厚
篤
寅
な
性
質
か
ら
着

々
内
部
の
整
理
を
園
っ
て
、
金
子
氏
を
し
て
何
等
内
顧
の
憂
な
か
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た

U

O
氏

は

叉

同

僚

な

pp
部

下

に

接

す

る

乙

さ

の

親

切

で

温

情

の

箆

っ

て

居

る

貼

か

ら

常

に

敬

慕
の
的
ご
な
っ
て
居
た
、
或
は
個
人
々
々
に
針
す
る
周
密
な
注
意
、
苦
援
に
在
る
人
の
救
済
叉
は

苦
間
学
生
を
引
取
っ
て
の
世
話
な
ど
、
美
談
は
枚
奉
に
逗
な
い
程
て
あ
る

u

。
氏
の
趣
味
は
古
書
古

室
聞
の
多
く
を
蔵
し
て
繁
雑
な
商
務
の
側
ら
之
を
愛
翫
す
る
ご
一
五
ふ

位
に
止
ま
っ
て
居
た
が
、
逸
品
も
頗
る
多
い
模
様
て
あ
っ
て
、
別
し
て

挙

山
の
傑
作
が
多
く
蒐
め

ら
れ
て
居
る

U

。
其
他
遊
説
A

さ
し
て
は
莱
各
を
曙
好
し
た
酔
初
で
あ
る
、
寅
際
兵
の
デ
ス
ク
の
中
に
は
ハ
パ
ナ



一一一一一

の
上
等
か
ら
馬
尼
刺
挨
及
等
に
至
る
ま
で
の
十
数
穫
を
納
め
て
、
徐
ろ
に
紫
煙
を
吐
い
て
勿
忙

裡

の

小

闘

を

笑

ん

て

居

た

リ

。

蜘

駄

の

集

の

糸

の

や

う

に

入

方

に

手

を

披

げ
た
鈴
木
商
店
の
各
部
か
ら
、
山
の
如
く
堆
か

く

積

ま

れ

た
コ
ツ
ピ
ー
や
書
類
を
前
に
し
て
、
細
大
漏
さ
ず
之
を
整
理
し
て
些
の
遺
漏
な
か
ら

し
め
た
頭
脳
の
明
断
に
は
、
常
に
傍
人
を
驚
嘆
せ
し
め
て
居
た
も
の
で
あ
る
。

O
殊

に

華

美

を

競

う

て

兎

角

世

上

の

反

戚

を

蒙

b
っ
、
あ
る
買
業
家
中
に
在
っ
て
、
氏
の
如

き
高
潔
な
人
格
の
士
を
失
っ
た
乙
さ
は
、
濁

b
鈴

木

商

店

の

み

の

損

失

て

は

な

い

の

で

あ

る

。

大

阪

朝

日

新

聞

（五

周

十

九

日

）

逝
け
る
西
川
文
蔵
氏

氏

は

鈴

木

の

柱

石

で

あ

っ

た

胃

潰

湯

に

て

去

る

十

五

日

、

四

十

七

歳

を

一

期

さ

し

逝

去

し

た

鈴

木

商

店

支

配

人

西

川

丈

蔵

氏
は
滋
賀
膝
の
人
、
明
治
廿
七
年
末
京
高
商
を
出
て
、
外
因
貿
易

に
志
し
て
一
脚
戸

に
来

b
、
鈴
木
商

店
へ
入

b
て
以
来
弦

に
二
十
七
・
年
間
、
終
始

一
貫
誠
心
誠
意
克
〈
活
動
し
た
、
鈴
木
商
店
が
今
日

の
盛
大
を
致
せ
る
、
氏
の

内
助

の
功

に
節
す
べ
き
も
の
決

し
て
砂
（
－
な
い
、
兵
は
温
厚
熊
賞
、
店
務



に
精
廟
俗
勤
、
其
人
格
は

高
潔
で
あ
っ
た
、
3
れ
ば
店
員
に

は
零
敬
せ
ら

れ
、
世
間

か
ら
は

信
用
を

得
て
居
た
、
即
ち
氏
は
鈴
木
商
店
の
匁
に
身
を
以
て
殉
じ
た
の
で
あ
る
、
鈴
木
商
店
重
役
金
子
直
’

士
口
氏
は
西
川
氏
の
死
去
を
惜
み
、
店
の
長
男
を
死
く
し
た
さ
て
非
常
に
落
除
服
し
て
居
る
、
二
十

三

日
午
後
一
時
市
内
下
山
手
活
七
丁
目
善
一
繭
寺
て
店
葬
を
行
ム
由
。

大

和

新

聞

（
五
周
十

九

日
）

一
脚
戸
鈴
木
商
店
支
配

人

西

川

文

頭

兵

は

胃

潰

湯

を

患

ぴ

、
中
山
手
通
七
丁
目
の
自
宅
に
療
養

中

な

b
し
が
、
十
五
日
午
前
十
一
時
死
去
せ

b
、
兵
は
四
十
七
歳
の
今
日
迄
二
十
七
年
間
勤
績
同

店
の
一
童
館
（
た

b
し
に
惜
む
べ
し
、
葬
儀
は
二
十

三
日

午

後

一

時

自

宅

出

棺

下

山

手

通

七

丁

目

善

福

寺

に

於

て

店

葬

ご

し

℃

執

行

の

由

リ

大

阪

新

報

（五

月

廿

二

日
）

西

川

女

蔵

氏

⑨

⑤
 

高

風

の⑤

士＠

東
部
一

つ
橋
を
出
て

L

よ

b
爾

来

二
十
鈴
年
間
、
誠
意

一
貫

現

在

の

盛

大

を

見

た

る

鈴

木

商

一一一一一一



二
一
回

店
の
柱
石
た
る
、
活
け
る
同
店
支
配
人
西
川
丈
蔵
氏
の
店
葬
を
、
二
十
三
日
午
後
一
時
よ

b
、
紳
戸

市

下

山

手

通

七

丁

目

善

福

寺

に

て

行

ム

可

し

ご

。

氏

は

今

日

の

寅

業

界

稀

に

見

る

人

格

者
に
し
て
、
其

趣

味

の

一

端

ご

し

て

常

に

図

士

風

の

書

蓄

を

愛

し
、
寧
日
無
き
執
務
の
傍
、
一
誌
の
香

煙

裡

に

趣
味
を
遣
る
底
の
高
風
の
気
を
帯
び
し
、
濁

b
一
鈴
木
商
店
の
痛
惜
す
る
の
み
な
ら
ず
、
心
あ
る
扇
港
寅
業
家
に
在
っ
て
も
同
様
、
哀
惜
措
く

能

は

ゴ

る

も

の

あ

b
さ
一
エ
ム
。

束

京

タ

刈

（五

月

廿

二

日）

臆

々

西

川

女

蔵

君

紳

戸

鈴

木

商

店

総

支

配

人

故

西

川

丈

減

氏

の

葬

儀

は

、

明

廿

三
日
、
同
市
下
山
手
通
の
菩
一
踊
寺

に
於
て
、
枇
葬
を
以
て
庇
駁
’
に
行
は
る
＼
に
決
し
た
。

O
品
目
葬
者

は
関
西
一
流
の
紳
士
結
商
、
並
に
鈴
木
商
店
本
店
在
勤
者
の
全
部
芝
、
内
圏
各
地
に

散
在
す
る
支
店
員
総
代
、
及
鈴
木
商
店
の
系
統
に
属
す
る
諸
舎
祉
の
代
表
者
無
慮
二
千
名
、
が
、
午

後
一
時
か
ら

三
時
迄
の
閣
に
焼
香
す
る
順
序
だ
さ
云
へ
ば
、
神
戸
市
に
取

b
近
来
稀
に
見
る
盛



大

な
葬
儀
て

あ
ら
う
。

O
故
西
川
・
丈
蔵
君
は
白
哲
に
し
て
隆
準
、
度
額
、
極
め
て
物
優
し
き
風
圭
ー
を
備
へ
て
居
た
が
、
頭

脳

明

断

計

数

に
長
じ
、而
も
凡
帳
面
て
其
日
々
々
の
事
務
は
陀
度
其
日
の
中
に
芹
付
け
る
、
毎
日

毎
日
接
手
し
た
手
紙
は
必
ず
自
ら
筆
を
執
っ
て
其
日
の
中
に
返
答
を
出
す
、
秘
書
役
の
如
う
・
な

書
簡
係
、
が
西
川
支
配
人
の
身
迭
に
附
随
し
始
め
た
の
は
、
漸
く
一
一
同
年
以
来
の
乙
ご
て
あ
る
。

O
日

清

戦

争

の

年

に

鈴

木

商

店

に

入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
静
岡
年
の
鈴
木
た
る
固
よ

b
砂

た

る

一
商
店

に
過
ぎ
ね
の
で
店
員
さ
て
も
今
の
重
役
金
子
直
士
口
、
柳
田
富
士
松
氏
等
を
除
い
て
は
、
宇

は
該

齢

の
人
宇
は
枯
骨
さ
化
し
去
っ
た
の
で
あ
る
が
、
自
分
の
関
知
し
た
限

b
に
於
て
は
、
故
西

川
文
減
君
は
組
織
的
な
商
業
数
育
を
受
け
て
入
社
し
た
最
一
初
の
鈴
木
商
店
員
て
あ
る
。

。
白

分

が

西

川

支

配

人

を

知

っ

た

の

は

明

治

三
十
八
年
の
秋
て
、
鈴
木
の
資
力
は
今
の
百
分

の
一
位
、
店
員
の
数
も
現
在
の
三
十
分
の
一
内
外
の
も
の
で
あ
っ
た
、
爾
来
十
有
五
年
、
自
分
の
紳

戸

に

行

く

度

毎

西

川

君

を

一一的
ふ
を
例
ご
し
た
の
で
あ
る
、
年
々
歳
々
金
子
君
等
の
西
川
君
に
針

す
る

信

用
が
茂
何
級
数
の
割
合
て
増
進
す
る
の
を
自
分
は
戚
得
せ
ず
に
居
ら
れ
な
か
っ
た
、
局

外

の

限

に

す

ら

金

子

君

の

後

を

襲

ふ

も

の

は

西

川

君

で

あ

る

か

の

如

く

に

映

じ

始

め

た

の

で

二
一
五



一
一
一
大
一

あ
る
か
ら
、
鈴
木
の
内
部
に
も
同
様
の
観
察
を
抱
い
た
者
は
少
く
あ
る
ま
い
、
此
の
有
銭
の
人
が

働
き
盛
’
・
9

の

四

十

七

歳

を

一

期

に、
志
を
賀
し
て
胃
潰
湯
の
翁
め
に
繁
れ
た
、
淘
に
惜

U
べ

き

限

L
Y

て
あ
る
。

O
精
廠
俗
勤
の
君
、
が
病
祷
に
時
吟
し
て
も
、
緊
急
の
品
川
電
や
重
要
丈
書
を
関
し
て
、
死
の
魔
手

の
近
づ
く
を
知
ら
ず
顔
に
、
最
後
ま
で
鈴
木
商
店
の
匁
め
に
蓋
し
た
、
鈴
木
は
如
何
に
し
て
君
の

功
努
に
酬
い
る
で
あ
ら
う
か
、
世
人
の
具
砂
防
す

る

所

は

邸

ち

是

れ

で

あ

る

。

O
書
蓄
の
鑑
識
に
長
じ
、
総
蓄
に

は
深
い
趣
味
を
有
っ
て
居
た
が
、
数
年
前
其
珍
賢
治
品
を

寅

立
て
し
て
、
其
蔵
品
の
豊
富

に
人

を

驚

か

し

た

乙

さ

が

あ

る

。

O
鈴
木
よ
ね
刀
白
、
が
、
数
年
前
須
磨
の
大
手
な
る
村
野
山
人
邸
を
買
受
け
、
訴
に
土
木
を
起
し

て
本
邸
を
、
造
営
し
其
新
築
祝

に
紳

戸

一

流

の

富

豪

を

招

待

し

た

折

宴

酎

に

し

て

鈴

木

よ

ね

刀

自
は
金
子
、
柳
田
爾
重
役
西
川
支
配
人
等
を
ぬ
へ
、
お
盃
頂
裁

に

宴

席

を

一

巡

b
し

た

こ

さ

が

あ

る
、
某
氏
さ
の
献
酬
の
聞
に
「
世
間
て
は
鈴
木
の
今
日
あ
る
は
金
子
一
人
の
力
て
あ
る
か
の
如
〈

自
し
ま
す
る
が
、
隠

れ

た

功

労

者

は

此

の

西

川

て

あ

b
ま
す
」
さ
推
奨
し
た
こ
芝
、
が
あ
る
。

O
然
L
Y
商
保
金
子
氏
あ
L
Y
E

雄
も
、
内
に
西
川
君
あ
っ
て
守
備
の
大
任
を
完
う
す
る
に
非
主
、



れ
ば
、
金

子
、
柳
田
氏
等
は
十
二
分
に
業

手
腕
を
外
に
伸
ば
す
乙
芝
、
が

出
＼亦
な
か
っ
た
に
相
一
遣
な

い
、
官
に
西
川
君
、
が
鈴
木
商
店
内

に
於

け

る
亭
絞
出
身
汲
の
頭
目
三
し
〈
信
頼

さ
れ
た

詐
L
Y

て

は
な
〈
、
守
備
の
名
将
を
喪
う
た
助
か
ら
見
て
、
鈴
木
の
一
大
損
失
で
あ
る
さ
共
に
、
同
商
店
の
存

在

す

る

限

b
’西

川

の

名

は

永

久

不

滅

て

あ

ら

ね

ば

な

ら

ね
。

（五

月

廿

三

日

）

令
名
令
祉
鈴
木
商
店
支
配
人
西
川
文
瀬
氏
は
、
議
て
病
気

に
躍

b
紳

戸

市

中

山

手

通

七

丁

目

関

西

日

幸良

の

自

邸

に

於

て

療

養

中

な

b
し
が
、
手
厚
き
陸
自
師
の
手
蛍
も
其
甲
斐
な
く
、
去
る
十
五
日
永
眠
し

た
る
を
以
て
、
明
二
十

三
日

午

後

一

時

よ

b
、
途
中
葬
列
を
巌
し
、
紳
戸
市
下
山
手
通
八
丁
目
善
一
踊

寺

に

於

て

葬

儀

を

執

行

す

る

由

．
氏
は
滋
賀
燃
の
人
、
東
京
高
等
商
業
皐
校
に
在
庫
T

中
故
あ
っ
℃

中
途
退
問
学
し
、
明
治
二
十
七
年
鈴
木
商
店

に
入

b
、
累
進
し
て
支
配
人
さ
な

b
た
る
が
、
此
他
日
本

金
属
、
帝
図
汽
舶
の
取
締
役
を
勤
め
居
れ

b
、
享
年
四
十
七
、
惜
む
べ
し

u

大

阪

朝

日

新

聞

（
五
月
廿
四
日
）

鈴

木

商

店

支

配

人

た

b
し
故
西
川
丈
蔵
氏
の
葬
儀
は
、
祉
葬
を
以
て
廿
三
日
午
後
一
時
よ

b

二
一
七



二
一
入

善
一
踊
寺
に
於
て
執
行
、
葬
主
さ
し
て
鈴
木
岩
治
郎
氏
の
弔
織
に
豆
ぎ
、
家
支

配
人
の
職
員
総
代
、
鈴

木
岩
蔵
氏
の
狩
美
舎
長
、
金
子
直
士
口
氏
の
友
人
総
代
さ
し
て
の
弔
辞
あ
L
Y
、
本
願
寺
連
枝
今
小
路

魔

寧

師

其

他

十

数

箇

寺

の

議

経

の

中

に

焼

香

を

終

b
た
る
が
、
近
頃
の
盛
儀
な

b
き

ο

大

阪

新

報

（
五
月

廿
四
日
）

鈴

木

合

名

舎

祉

支

配

人

故

西

川

丈

藤

氏

の

店

葬

は

、

既

記

の

如

く

廿

三
日

午

後

一

時

よ

b
、紳

戸

下

山

手

通

善

一渦
寺
に
て
、
本
一
訳
本
願
寺
法
校
今
小
路
島
克
奪
師
大
導
師
の
下
に
執
行
せ
ら
れ
た

る
が
、
議

経

に

先

立

ち

各

地

官

民

有

志

よ

b
の

弔

電

朗

議

3
れ
た

b
、
砂
田
日
の
参
列
者
は
無
慮
入

百

名

に

達

し

、

中

に

は

貴

族

院

議

員

服

部

一

三

氏

外

知

名

の

士

多

か

b
し

d

大

正

日

日

新

聞

（五

月

廿

四

日

）

故

鈴

木

商

店

支

配

人

西

川

丈

蔵

氏

の

葬

儀

は

、

二

十

三
日

午

後

一

時

よ

b
、
肺
戸
下
山
手
通
八

丁

目

善

一踊
寺

に
於
て

暴

行
し
、
本
願
寺
連
枝
今
小
路
鹿
児
等
師
導
師
さ
し
て
、
紳
戸
、
和
歌
山
、
山
口
、
奈

一
艮
、
滋
賀
の
各
地
末
寺
の
住
職
数
名
を
卒
ゐ
て
着
席
、
議
・経
其
他
批
巌
な
る
悌
弐
の
儀
．
か
あ
っ
て

祐介

主
鈴
木
岩
治
郎
、
同
商
店

職
員
総
代
森
衆
郎
、
清
美
A

官
長
鈴
木
岩
蔵
友
人
格
代
金
子
直
吉
諸
兵



の
市
辞
、親
成
並
ハ

他
参

列
者

｝
同

の
焼

香
等
．
か
あ
っ
て
、午
後
三
時
儀
式
を
終
っ

た
、
比
日

の
参
副μ

者
数
百
名
、
稀
有
の
盛
儀
で
あ
っ
た
ο寮

西
川
支
阻
人
の
逝
去
を
悼
む

蛍

店

支

配

人

西

川

文

蔵

氏

病

を
以
て
忽
正
局
長
逝
せ
ら
る
哀
哉
、
氏
元
来
批
健
に
し
て
病
を
知

済

美

士山
ココ
H
H

（第
委
拾
四
披
大
正
九
年
五
月
廿
二
日
）

ら
ず
、
蹴
精
協
勤
終
始
捻
ら
ぎ

b
し

に
、去

三
月

不

幸

二

笠

の

胃

す

所

ご

な

b
、
爾
来
自
邸
に
在

b

て
専
ら
静
養
に
力
め
ら
れ
し
が
、
経
過
頗
る

一具
好
な

b
さ

開

き

同

復

の

一

日

も

速

か

な

ら

ん

乙

さ
を
一
肪

b
居
た

b
し
に
、
何
ぞ
園
ら
ん
本
月
十
四
日
腹
朕
炎
併
設
の
翁
め
病
朕
急

時比
し
翌
十
五

日
終
に
逝
去
せ
ら
る
、
兵
は
天
資
温
厚
身
を
持
す
る
こ
ご
謹
殿
、平

生

故

奮

親
朋
に
厚
く
、
人
を
知

b
て
善
〈
任
ず
、
氏
の
卦
一昔

一

た

び

俸

は

る

や

三
千

の

職

員

欽

欲

し

て

哀

惜

せ

ゴ

る

も

の

な

し

叉
以
て
氏
の
徳
望
一
向
き

を
知

る

べ

き

な

b
、
明
廿

三
日
を
期
し
蛍
地
善
一
脳
寺
に
於
て
店
葬
を
行

は

れ

ん

さ

す

る

に

方

b
、
氏
が
高
潔
の
人
格
さ
清
秀
の
風
宇

さ

を

想

望

し

て

哀

悼

の

情

夏

に

切

な

る
も

の
あ

b
謹

ん
で
弔
す
。

二
一
九
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ハ〔

偉

人

に

逸

話

無

し

会

島

平

4

J

巴

-:b 
ロ

森
君
か
ら
己
友
西
川
君
の
逸
話
を
書
け
さ
命
、
ぜ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
西
川
君
に
逸
話
の
あ
ら

う
答
、
が
無
い
、
若
し
有
っ
た
ら
ば
西
川
君
は
決
し
て
奪

U
べ

き

人

て

無

か

っ

た

ら

う
。

抑
々
逸
話
芝
云
ふ
も
の
は
、
小
賢
し
い
入

、
が
俗

人
を
欺
く
居
却
に
行
っ
て
見
せ
る
芝
居
の
一
幕

て
あ
る
、
印
ち
西
川
君
は
そ
ん
な
芝
居
な
ど
を
し
℃
人
を
欺
く
小
才
子
て
無
く
、
最
寧
敬
す
べ
き

紳
士
て
あ
る
さ
同
時
に
、
極
め
て
誠
買
な
事
務
家
て
、
商
買
も
可
な

b
上
手
て
あ
っ
た
、
強
ひ
て
西

川
君
の
行
っ
て
居
た
事
を
形
容
す
れ
ば
、
孔
孟
の
数
に
あ
る
援
な
君
子
が
、
浮
山
の
子
弟
を
卒
ゐ

て

最

も

六

グ

敷

商

買

を

国

漏

に

有

利

に

行

っ

て

居

た

様

な

も

の

で

あ

る

逸

話

や

奇

談

に

富

ん

て
居
る
人
は
異
に
偉
い
人
て
無
い
、
寅
は
平
々
凡
々
の
代
物
て
あ
る
、
本
山
町
田
に
偉
い
人
は
何
等
の

奇
談
も
、
治
話
も
無
く
、
其
全
生
涯
が
一
図
の
逸
話
で
あ
っ
て
、
其
平
生
が
頗
る
箕
面
目
て
献
身
的

て
、
一
生
を
通
じ
て
何
庭
が
勝
れ
て
居
る
芝
も
な
く
、
只
美
質
に
富
ん
で
奪
む
べ
く
慕
ふ
べ
き
所

が
多
く
、
恰
も
雨
露
が
植
物
の
生
育
を
助
け
る
如
く
、
洪
大
無
透
の
思
惑
を
戚
ぜ
し
む
る
も
の
で

一一一一一一一



二
二
四

あ
る
、
即
ち
西
川
君
の
偉
か
っ
た
の
は
全
く
之
に
恰
蛍
す
る
か
ら
で
あ
る
、
西
川
君
の
有
難
い
庭

勿
鐙
無
い
庭
は
全
然
窓
に
在

b
さ
断
言
す
る
、
故
に
逸
話
や
奇
談
が
有
っ
た
ら
、
反
っ
て
西
川
君

死
後
の
飴
栄
、
が
薄
ら
ヤ
謬
て
あ
る
。

西
川
君
が
鈴
木
商
店
へ
来
た
の
は
明
治
廿
五
六
年
で
あ
っ
て
、
紳
戸
取
引
所
の
戸
田
忠
主
ご

一
エ
ふ
人
が
先
代
の
主
人
に
頼
ん
で
、
先
代
の
主
人
か
ら
小
生
に
貴
様
の
方
へ
使
っ
て
は
ど
う
か

さ
弓一一
同
は
れ
た
、
小
生
は
只
今
人
は
徐
っ
て
居
る
か
ら
要
ら
な
い
さ
答
へ
た
慮
が
、
先
代
主
人
が
ま

！
合
う
て
見
ろ
眉
目
優
秀
く
っ
き

b
さ
し
た
一
良

3

3
う
な
男
で
あ
る
ぞ
さ
午
一一同
は
れ
て
、
即
ち
小

生
、
が
捻
静岡
し
て
居
っ
た

樟
脳
店
へ
雇
ム

乙
さ
さ
な
っ
た
、
鈴
談
て
は
あ
る
が
、
先
代
主
人
は
人
を

見
る
の
限
識
が
高
か
っ
た
、
扱
入
店
し
て
見
る
さ
、
燈
格
は
蒲
柳
て
上
品
な
御
大
家
の
息
子
然
た

る
勤
勉
な
誠
買
な
事
務
家
で
あ
っ

て
、
小
生
が
遺

b
散
ら
か
し
た
商
買
の
跡
仕
末
を
、
悪
い
顔
も

せ
ず
日
々
都
合
好
〈
芹
付
け
て
央
れ
た
、
丸
其
頃
か
ら
明
治
四
十
二

三
年
位
迄
、
小
生
の
手
紙
は

大
抵
小
生
が
口
授
し
で
西
川

君
が
書
い
た
の

で
、
事
買
を
知
ら
ね
人
は
之
を
小
生
の
筆
蹟
ミ
思

う
て
、
小
生
の
達
筆
を
稀
揚
し
た
人
も
あ
っ
た
、
其
頃
の
西
川
君
は
、
口
ハ
正
直
に
従
順
に
事
務
を
取

っ
て
、
商
責

K
は
趣
－味
、
い
か
無
い
ほ
保
氏
見
え
て
、
後
年
あ
れ
だ
け
商
菌
兵
に
棟
、達
し
よ
う
之
は
思
は
な



か
っ
た
、
明
治
二
十
九
年
の
項
、
西
川
君
の
叔
矢
来
が
死
去
し
た
慮
．
西
川
家
の
全
財
産
が
悲
〈
抵

蛍
に
這
入
っ
て
居
る
こ
芝
を
夜
見
し
た
、
其
頃
迄
西
川
君
の
家
は
、
西
江
州
て
有
数
の
資
産
家
の

積

b
て
居
っ
た
さ
う
な
、
が
、
是
れ
に
由
つ
℃
一
家
一
族
皆
篤
倒
し
た
、
西
川
君
は
之
、
が
居
却
に
プ
降

、

鈴
木
を
返
店
し
て
蹄
郷
す
る
乙
芝
、
な
っ
た
、
此
時
西
川
君
は

書

面
て
小
生
に
善
後
策
を
聞
は

れ
た
か
ら
、
小
生
は
全
財
産

を
貰

っ
て
借
金
主
比
片
付
け
ろ
さ
答
へ
た
西
川
君
は
其
一週

b
安

行
し

た
ら
し
い
、
其
後
小
生
、
が
西
川
君
に

書

面
て
回
合
の
草
深
い
庭
て
暮
す
も
一
生
一
脚
戸
の
様
な
高

閲
の
人
を
・
相
手
さ
す
る
庭
て
暮
す
も
一
生
、
同
じ
事
な
ら
小
生
さ
共
に
一
肺
戸
て
悪
い
事
を
し
て

暮
さ
う
で
は
な
い
か
さ
言
う
て
遣
っ
た
庭
が
、
西
川
君
之
に
陪
応
じ
て
再
び
－
紳
戸
へ
来
て
、
あ
の
如

く
死
ね
迄
我
商
店
の
匁
め
に
奮
闘
努
力
し
た
の
で
あ
る
、
支
那
の
古
い
寺
へ
行
く
芝
必
ず
煤
け

た
悌
像
が
在
る
、
其
悌
像
に
は
一
向
直
打
は
無
い
が
、
其
居
間
さ
か
脆
さ
か
の
要
庭
々
々
に
、
色
々

の
資
石
、
が
鼠
込
ん
で
あ
っ

て
光
輝
を
放
っ
て
居
る
、
我
鈴
木
商
店
に
西
川
君
、
が
居
だ
の
は
、
丁
度

此
悌
像
の
頭

に
玖
め
て
あ
る
資
石
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。

O
西
川
君
子
｝
る
も
ふ

未

己

友

人

白

鼠

世

の

中

に

似

た

も

の

、
一

つ

雨

後

の

月

二
二
五



一一一ヱハ

。
絶
筆
に
釣
し

同

人

梧

桐

の

散

b

3
う

に

無

き

莱

色

哉

O
潟
異
に
釣
し

同

人

衣

夏

＂＂、

て

咳

す

る

土日

の

忍

ば

し

き

， 

制

臆

一艮

支

由

人

柳

田

富

士

松

自
分
立
西
川
君
芝
は

奮
い
同
僚
で
あ
る
、
が
、
君
の
入
店
後
明
治

三
十
一
年
に
家
庭
を
持
た
れ

る
迄
は
、
君
の
行

事
に

什
て
一
切
知
る
所
が
左
か
っ
た
、
其
れ
は
君
は
主
注
し
て
樟
脳
の
仕
事
を

権
営
せ
ら
れ
、
自
分
は
専
ら
砂
糖
の
仕

事
を
携
内
引回
し
て
居
た
の
で
、
顔
を
合
せ
て
篤
さ

話
を
す
る

様
な
機
舎
が
全
く
無
か
っ
た
か
ら
て
あ
る
、
殊
に
自
分
は
、
前
後

二
同
て
一
年
位
支
那
に
行
っ
て

居

b
、
交
下
関
に
居
っ
た
こ
さ
も

あ

b
其
後
も
殆
ど
毎
日
大
阪
に
行
っ
て
、
大
部
分
同
支
店
て
仕

事
を
し
た
関
係
か
ら
、
嘗

い
同
僚
で

あ

る
に
も
拘
ら
ず
、
君
の
事
に

就
て

語

る
べ
き
何
等
の
材
料

を
持
た
な
い
露
で
あ
る
、
併
し
君
は
、
店
員
、
が
少
数
て
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
店
員
中
ご
明
地

K
描
い



て
居
た
と
と
は
事
寝
具
．
て
、
至

極
賀
直
な
、
金
子
氏
の
r

女
一房
設
と
し
て
最
適
賞
－
Z
人
ご
し
て
、自
分
は

考
へ
て
居
た
の
で
あ
る
。

静
岡
時
君
は
山
口
氏
の
令
嬢
（現

未

己

人

）ご

結

婚

し

た

し

と

の

乙

さ

て

店

主

へ

相

談

せ

ら

れ
、
自

分
は
店
主
か
ら
相
談
を
受
け
た
が
、
君
の
如
き
真
面
目
な
人
、
が
撲
探
せ
ら
れ
た
人
な
れ
ば
、
必
ず

も

こ

も

な

く

同

意

し

た

と

さ

で

あ

る

。

一
良
線
て
あ
る
に
違
い
な
い
さ
言
っ
て
、
一

明

治

三
十
五
年
十
月
に
店
は
合
名
品
目
祉
組
織
に
な

b
、
同
四
十
一
年
二
月
支
配
人
選
任
の
場

合
に
、
金
子
氏
か
ら
、
君
。
ピ
支
配
人
に
し
て
は
さ
相
談
が
あ
っ
た
の
で
、
其
れ
は
最
適
任
者

て

あ

ら

う
芝

弓一一同
っ
て
、
自
分
等
一
同
賛
成
し
た
の
で
あ
る
、
が
、
支
配
人
ご

し
℃
君
の
如
き
、
温

厚

に

し
て

投

泊
、
誠
買
に
し
て
川
市
動
、
練
達
に
し
て
会
平

な

人
を
得
た
こ
さ
は
、
淘
に
店
の
至
幸
で
あ
っ
た
。

然

る

庭

我

闘

は

前

に

は

図

力

を

賭

し

て

戦

っ

た

日

清

戦

役

や

日

露

戦

役

に

大

捷

し

、徐

に

は

欧
洲
大
戦
に
も
参
加
し
て
克
く
聯
合
図
共
同
の
一
献
を
ほ
泊

b
斯

く

て

図

成

の

宣

揚

を

見

た

の

で

あ
る
が
、
蹴
っ
て
我
鈴
木
商
店
も
、
爾
来
店
主
の
恩
答
の
下
に
、
金
子
氏
を
初
め
店
員
一
同
が
、
協
裁

一
致
し
て
奮
廠
努
力
し
た
結
果
、
店
運
は
次
第
に
設
展
隆
昌
の
域
に
進
ん
、
だ
、
世
間
に
は
、
店
が
盛

大

に

な

っ

た

翁

に

支

配

人

其

人

の

鼎

の

軽

重

を

問

は

な

け

れ

ば

な

ら

ね

乙

さ

に

な

っ

て

、

更

迭

二
二
七
’



二
二
入

を

要

し

た

例

は

乏

し

く

な

い

の

で

あ

る

が

、店
て
は
絶
え
て
左
様
の
心
配
が
無
か
っ
た
、
十
数
年

聞

を

遜

じ

て

支

配

人

で

あ

っ

た

君

の

校

側

は

、

盤

根

錯

節

に

遭

遇

す

る

毎

に

愈

々

盆

々

顛

は

れ

て
、
寓
般
の
店
務
変
理
其
宜
し
き
に
令
ひ
、
通
れ
大
鈴
木
商
店
支
配
人
芝
し
て
恥
し
か
ら
ね
効
績

を
拳
げ
ら
れ
た
の
は
、
他
に
飴

FP
例

の

無

い

乙

さ

で

あ

っ

て

、

特

筆

に

値

す

る

も

の

さ

信

ず

る
。

君
が
病
気
て
静
養
中
、
自
分
は
四
五
回
見
舞
っ
た
が
、
最

－初

は

甚

だ

弱

っ

て

見

え

た

け

れ

ど

も

其
後
舎
ふ
度
毎
に
快
方
に
赴
か
れ
た
の
で
、
大
に
喜
ん
で
居
た
、
君
は
無
論
自
分
等
も
、
あ

1
4一品に

病
欣
が
縫
っ
．
t
易

資

コ

れ

や

う

さ

は

思

ひ

も

寄

ら

な

か

っ

た

事

で

あ

る

、

易

貨

の

数

日

前

て

あ

っ
た
、
が
、
か
ら
だ
の
工
合
が
宜
し
い
か
ら
、
六
月
一
日
に
は
出
動
し
た
い
さ
岡
山
つ

℃
居

る

芝

さ

へ

話

コ

れ

た

の

て

自

分

は

其

れ
は
結
構
だ
が
、
大

病

後

押

し

て

の

出

勤

て

逆

戻

b
な

ど

し

て

は

大

幾
で
あ
る
、
仕
事
は
森
君
等
、
が
代
っ
て
し
て
居
る
諾

で
あ
る
か
ら
、
一
寸
顔
を
出

3
れ

る

位

な

ら

ば
格
別
、
決
し
て
出
動
を
急
い
て
は
な
ら
ね
、
充
分
宅
て
養
生
せ
ら
れ
た
い
さ
勧
告
し
た
の
で
あ

っ
た
、
然
る
に
五
月
十
五
日
の
朝
、
家
君
が
金
子
氏
さ
自
分
さ
が
居
る
事
務
室
に
来
ら
れ
て
の
話

に
、
今
西
川
さ
ん
か
ら
電
話
が
か
＼

b
、
店
の
事
に
つ
き
相
談
し
た
い
か
ら
来
て
央
れ
ど
の
事
、
そ

と
て
森
君
民
行
っ
て
賀
川
ω
、
金
子
氏
は
他
の
用
事
て
外
出

3
れ
た
、
慮
、
が
叉
電
話
、
が
あ
3
9
、
意
外

比



も
西
川
氏
は
危
篤
だ
さ
の
事
て
、
大
に
驚
か
ゴ
る
を
得
な

か

っ
た
、取
る
も
の
も
取
A
Y

あ

へ
ず
急

い
て
出
か
け
た
、
鳴
呼
危
篤
：
・
：
・
；
：
；
：
・
瀕
死
、
自
分
は
先
刻
電
話
の
意
味
も
剣
っ
た
が
、
何
等
言
ふ

所
を
知
ら
な
か
っ
た
、
頃
刻
の
後
君
は
早

、
ぞ
此
世
の
人
て
な

か
っ

た
が
、
枕
透
に
は
、
夫
人
さ
小
供

達
三
西
川
丈
之
助
氏
が
居
ら
れ
た
、
自
分
さ
森
君
さ
は
辛
う
じ
て
臨
終
に
品
目
以
、
そ
ぞ
ろ
肉
親
の

兄
弟
に
訣
れ
た
成
、
じ
ゃ
か
し
て
、
熱
涙
の
下
る
を
鹿
児
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

自
分
、
が
永
い
年
月
の
間
に
、
西
川
君
さ
版
行
を
共
に
し
た
の
は
、
大
里
製
糖
所
が
設
立
さ
れ
た

際
、
金
子
氏
さ

三
人
て
大
里
へ
行
っ
た
時
だ
け
で
あ
る
、
其

れ
も
汽
結

て
行
つ
〈
、
翌
日
の
晩
に
、
汽

車
て
直
ャ
紳
戸
に
踊
っ
た
様
な
露
で
あ
る
、
君
は
滅
多
に
旅
行
し
な
か
っ
た
偽
々
し
て
も
頗
る

忙
し
い
短
日
子
の
旅
行
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
叉
君
は
書
書
其
他
一
角
街
な
趣
味
を
持
っ
て
居
ら
れ

だ
が
、
其
潟
に
，勤
務
時
間
を
快
〈
や
う
な
乙
さ
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

入
店
以
来

二
十
六
年
の
久
し
い
問
、
唯
忠
寅
に
勤
務
し
て
終
始
総
ら
な
か
っ
た
乙
芝
は
、
店
主

を
－
初
め

一
般
の
深
／
＼
戚
謝
し
て
居
る
所
て
あ
る
、
自
分
は
、
今
後
活
の
行
を
事
ん
て
、
趨
勉
事
に
従

ふ
人
が
盆
々
多
か
ら
ん
乙
さ
を
一
航
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
れ
は
、
其
人
一
生
の
利

益

て
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
店
の
翁
に
も
図
の
潟
に
も
誠
に
結
構
な
事
さ
思
ム
、
其
れ

て
乙
そ
繁
昌
す
る
の
で
あ
る
。

二
二
九



二
三
O

骨
一
主
ミ1J.コ、
1仁t

殴

酉

淫

し

て

ネム

万丈

！栄

τ:b 
口

西
川
丈
競
氏
を
失
う
た
時
程
、
深
刻
に
悲
哀
を
戚
じ
た
と
さ
は
無
か
っ
た
、
氏
さ
余
さ
は
十
数

年
末
の
泥
怨
て
、
殊

に
其

家
族
並
に
親
戚
の
中
に
は
、
殆
ど
三
十
年
も
親
し
く
し
て
居
る
人
も
あ

る
、
家
庭
に
於
け
る
西
川
氏
は
、
誠
に
温
厚
篤
寅
に
し
て
叉
謹
直
謙
遜
の
人
で
あ
っ
た
、
同
家
使
雇

の
者
に
到
し
、
叉
出
入
の
人
に
豹
し
て
は
、
親
切
で
同
情
の
厚
い
方
で
あ
っ
た
、
兎
角
世
聞
に
は
自

分
の
財
産
が

富
袷
に
な

b
、社

合
的
地
位
が
向
上
す
る
に
従
ひ
、
兎
角
高
ぶ

b
た
が
る
傾
向
を
有

す
る
人
が
多
い
が
、
西
川
氏

に
は

そ
ん
な
事
は
少
し
も
無
く
、
十
年
前
も
今
日
も
同
様
で
あ
っ
た

乙
さ
は
、
其
謙
遜
の
徳
の
致
す
所
ミ
常
に
敬
服
し
て
居
t
y
ま
し
た
。

3
て
同
氏
が
此
度
病
気
に
躍
ら
れ
て
よ

b
、
日
々
御
見
舞
し
て
居

b
ま
し
た
、
が
、
其
日
常
の
動

作
を
見
て
、
繍
其
人
格
の
高
潔

な

る
こ
さ
を
知

b
ま
し
た
、
平
素
よ

b
痩
せ
た
鐙
格
を
し
て
居
ら

れ
た
が
至
極
枇
健
て
、
今
迄
は
之
さ
い
ふ
病
気
に
躍
ら
れ
た
と
さ
も
無
か
っ
た
、
朝
は
早
く
店

に

出
動
し
、
夜

は
晩
〈
蹄
宅
し
て
、
日
曜

日
も
始
ど
休
ご
て
は
無
〈
、
能
〈
身
世
が
績
〈
乙
芝
か
な
と



家
人
も
驚
く
程
の
精
勤
て
し
た
、
偶
々
｝

ク
月
に
｝
度
位
に
て
も
日
曜
日
の
休
が
あ
れ
，
ば
、
愛
ら

し
き
御
子
女
達
の
総
て
が
慈
尖
の
身
迭
を
取
園
み
て
、
楽
し
げ
に
遊
ん
で
居
ら
る
k
h

乙
さ
を
見

受
け
ま
し
た
、
昨
年
九
月
頃
よ

b
何
芝
な
く
、
消
化
不

一
兵
食

物

停

滞

の

心

持

が

起

b
ま
し
た
が
、
胃

病

な

ら

ん

さ

思

ひ

飴

b
意

に

も

介

せ

ず

、

時

々

服

薬

す

る

位

に

て

相

愛

ら

ず

精

勤

し

て

居

ら

れ

だ
が
、
漸

々
痩

せ

て

来

る

様

子

で

す

か

ら、
十

二

月

十

二
日
、
豚
立
神
戸
病
院
内
科
陸
自
長
西
康
吉
氏

の
診
察
を
受
け
、
其
指
固
に
従
う
て
養
生
せ
ら
れ
ま
し
た
、
，
次
第

に

病

気

も
宜
し
く
な
’
夕
、
身
鐙
も

丈

夫

に
な
る
の
を
鹿
児
え

て
参

b
ま
し
た
、
が
、
何
分
多
用
に
取
紛
れ

薬

も

忘

れ

勝

ち

に

な

b
ま
し

た
、
本
年

三
月
頃
、
ど
う
も
昨
今
再
顔
色
も
悪
く
、
痩
も
目
立
つ
様
で
あ
る
芝
聞
き
ま
し
た
か
ら
、
丁

度
同
月
二
十
日
診
察
し
℃
見
る
さ
、
驚
く
計

b
顔
色
悪
く
、
張
度
の
貧
血
て
痩
も
増
進
し
て
ゐ
ま

し
た
か
ら
、
能
く
調
べ
ま
し
た
慮
、
他
に
異
欣
も
無
い
が
、
大
使
を
検
査
す
る
さ
全
く
血
便
て
す
か

ら
、
乙
れ
は
胃
潰
煽
て
あ
ら
う
芝
思
仏
、
早
速
西
皐
士
の
診
察
を
受
け
ま
し
た
が
、
矢
張
同
じ
意
見

て
、
絶
到
に
安
静
に
し
て
流
動
性
食
物
を
撮
る
乙
芝
、
し
、
四
日
毎
に
西
皐
士
の
診
察
を
受
け
て

厳

重

な

る

養

生

を

翁

す

乙

芝

、

な

b
ま
し
た
、
然
る
に
蛍
時
、
氏
の
謹
直
な
る
性
質
に
釣
し
て
、
相

蛍

の

人

格

を

具

へ

た

る

宥

護

婦

を

得

る

乙

芝

が

困

難

て

あ

b
ま
し
た
か
ら
、
令
室
、
が
日
夜
病
床

一一一一一一



一一一一一一一

に
附
き
切
λ

ソ
て
、
十
分
の
看
護
を

3
れ
、
総
て
欝
師
の
勧
告
を
守

b
、
用
意
周
到
に
養
生
せ
ら
れ
ま

し
た
、
其
匁
に
経
過
も
宜
し
く
、
血
便
も
断
同
時
に
し
て
止
み
、
食
気
も
進
み
、
五
六
週
間
に
し
て
貧
血

朕
態
も
同
復
し
ま
し
た
か
ら
、
漸
次
宇
流
動
性
食
物
に
移

b
、
室
内
だ
け
動
く
こ
さ
を
詳
し
、
縁
端

に
卓
さ
椅
子
さ
を
置
き
、
書

見
を
笑
み
ご
し
て
一
日
を
送
’
夕
、
時

々
店
の
要
談
等
も
出
来
る
様
に

・な

b
、
精
慾
居
を
開
き
ま
し
た
、
然
る
に
五
月
十
四
日
午
前
十
一
時
頃
、
例
の
如
く
縁
端
の
椅
子
に

党

b
て
書
見
中
、
下
腹
に
少
し
サ
ジ
コ
ミ
が
起
’
っ

た

の
で
直
に

摩
中
に
入
ら
れ
た
、
が
、
横
臥
も
出

来
ず
唯
静
に
坐
し
て
居
る
中
に
次
第
に
サ
ジ
コ
ミ
、
が
強
く
な
る

様
子

で
す
か
ら
、
電
話
て
私
を

呼
ば
れ
ま
し
た
、
早
速

診
察

し
ま
す
芝
、
摩
中
に
端

坐
し
、
如
何
に
も
苦
し
げ
に
額
よ

b
冷
汗
を
流

し
て
居
ら
れ
た
、
位

温
に
も
服
に
も

箆
化
は
無
か
っ
た

が
、
下
腹
部
殊
に
左
側
に
於
て
破
く
な

b

緊
漏
し
て
居
’
夕
、
墜
す
る

さ
疹

痛
が
あ
ら

a

ま
し
た
、
診
察

し
て
居
る
中
に
サ
ジ
コ
ミ
も
穏
か
に
‘
な

’p
ま
し
た
が
、
命
横
臥
が
出
来

な

い
で
脇
息
に

葬

れ
て
坐
し
て
居

b
ま
し
た
、
排
尿

3
せ
て
見
ま

し
た
、
が
、
少
し
詐

b
出
た
、
其
時
身
践

を
移
動

し
た
翁
に
再
サ
ジ
コ
ミ
、
が
起
L
Y

ま
し
た
か
ら
、
釣
症

療
法
を
施
し
て
沈
静
し
ま
し
た
、
急
使
に
よ

b
西
事
士
も
午
後
三
時
頃
来
ら
れ
て
、
合
議
の
上
通

臆
の
庭
置
を
施
し
ま
し
た
が
、
其
後
は
サ
ジ
コ
ミ
も
起
ら
ず
、
午
後
五
時
及
九
時
の
再
度
の
診
察



の
時
は
、
飴
程
平
穏

さ
な

b
熟
も
出
て
ず
、
此

催
眠
ら
れ

3
う
な

τ
－
二
の
談
話
も

出
〈
微
笑
さ

へ
湛
へ
何
の
異
欣
も
無
か
っ
た
、
然
る
比
翌
朝
入
時
頃
診
察
し
ま
す
さ
、
昨
夜
は
眠
ら
れ
無
か
っ

た

が

サ

ジ

コ

ミ

は

其

後

来

な

い

さ

言

は
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
も
顔
色
が
悪
い
か
ら
、
心
配
し
て
脈

を
検
す
る
さ
、
甚
微
弱
で
其
数
も
多
か
っ
た
、
3
て
は
心
臓
市
川
市
庁
の
前
兆
か
さ
驚
き
、
強
心
薬
等
を

注
射
し
、
直
に
西
皐
士
ど
迎
へ
、
鈴
木
商
店
へ
も
報
知
し
ま
し
た
、
西
事
士
も
早
速
来
ら
れ
、
命
も
張

心
薬
及
食
盤
水
等
の
注
射
を
施
し
、
百
方
術
を
蓋
し
ま
し
た
が
同
生
の
望
な
く
、
午
前
十
一
時
十

五

分
、
眠
る
、
が
如
く
令
室
の
膝
を
枕
芝
し
て

速

く
逝
か
れ
ま
し
た
、
此
惨
ま
し
き
現
欣
に
泣
く
に

も
泣
か
れ
ず
、
法
然
自
失
す
る
計

b
で
し
た
、
仔
。

元

来

腸

窪

挙

後

の

減

癖

よ

b
腸
重
品
宜
症
さ
か
捻
樽
症
さ
か
起

b
、
急
性
腹
膜
炎
を
お
以
し
、
心
臓

減
摩
の
縛
信
仰
を
取
る
乙
さ
は
往

々
あ

る
こ
さ
て
す
、
が
、
新
の
如
く
病
が
軽
く
し
て
、
其
縫
動
の
飴

，P

に

急

劇

な

乙

さ

は

稀

て

あ

b
ま
す
、
勿
論
山
町
田
時
は
先
輩
の
意
見
を
も
聞
き
、
私
の
最
善
を
蓋
し

た

積

b
で

あ

b
ま
す
が
、
今
よ

b
追

想

す

れ

ば

何

故

前

日

に

外

科

的

手

術

の

断

行

を

勧

め

、

さ

b

し
か
、
叉
何
故
前
日
無
理
に
も
看
護

婦

の

附

添

を

勤

め

ゴ

b
し
か
を
後
悔
し
ま
す
、
況
し
て
遺
族

及

友

人

諸

氏

に

於

て

は

向

一

居

残

b
惜

し

く

思

は

る

、

な

ら

ん

さ

、

断

腸

の

念

禁

ず

る

乙

芝

が



二
三
四

出
亦
冷
ま
せ
ぬ
、
其
れ
故
此
追
懐
録
の
御
編
輯
を
機
さ
し
て
、
蛍
時
の
病
欣
経
過
の
概
略
を
記
し
て

諸
氏
に
一
不
す
こ
さ
は
故
人
民
封
す
る
私
の
責
務
て
あ
ら
う
さ
思
ぴ
、
不
丈
を
省
み
ず
此
稿
を
草

し
た
次
第
て
あ

b
ま
す
温
厚
篤
寅
に
し
て
謙
譲
の
徳
に
富
み
給
へ
る
、
敬
愛
す
る
西
川
丈
藤
氏

は
遠
逝
当
れ
だ
け
れ
ど
も
、
其
徳
は
御
遺
族
の
間
に
永
遠
に
留
っ
て
、
慰
め
さ
な

b
力
さ
な

b
、叉

故
父
君
の
士
山
を
縫
ャ
ベ
き
御
遺
児
の
将
来
を
照
す
光
さ
な
ら
ん
乙
さ
を
切
に
一
肋

b
ま
す
。

（四）

誠

賓

の

人

西

虞

士
口

西
川
丈
蔵
氏
に

－初
め
て
面
品
目
し
た
時
、
誠
賓
の
人
芝
直
売
し
ま
し
た
、
其
病
気
に
就
て
養
生
法

な
、
ど
普
く
巌
守
せ
ら
れ
た
、
何
事
も
規
律
正
し
き
人
芝
知
っ
た
、
旦
温
雅
な
る
風
格
、
明
瞭
な
る
頭

脳
で
あ
っ
た
、
其
同
僚
聞
に
奪
重

せ
ら
れ
て
居
た
乙
さ
は
買
に
尤
も
の
次
第
ご
思
っ
た
、
齢
未
だ

知
命
に
達
せ
ず
、
是
れ
か
ら
さ
一
エ
ム
有
翁
の
人
物
を
失
っ
た
と
さ
は
、
祉
舎
の
矯
め
甚
だ
遺
憾
千

古
内
さ
思
ひ
ま
す
。

。



何

思

ひ

出

る

ま

i
A

士口

回凶

をむ
円b
J、、、

太

郎

今
は
た
い
、
一
淡
な
L
Y

け
L
Y
、
あ
の
れ
始
め
て
．
西
川
大
人
さ
知

b
し
は
、
明
治
二
十
年
の
春
、
琵
琶
湖

の
ほ
さ

b
な

る

滋

賀

豚

商

業

率

校

の

校

庭

に

相

見

え

つ

る

よ

b
に
し
て
、
其
後

三

さ

せ

が

程

は

朝
な
夕
な
、
同
し
窓
迭
に
道
を
い
そ
し
み
、
春
は
長
等
の
山
の
花
吹
雪
に
立
ち
て
、
行
末
の
幸
を
語

b
あ
ひ
っ
、
若
き
血
を
涌
か
せ
、
秋
は

三
井

寺

に

月

を

踏

み

て

は

古

へ

人

の

殺

を

聞

き

て

心

の

玉
を
磨
き
つ
、
雨
に
も
夙
に
も
、
今
ひ
さ

b
の
大

一品
目
ね
し
芝
深
く
も
交
ぴ
〈
、
影
の
形
に
添
ひ
た
ら

む
が
如
く
、
出
る
も
入
る
も
、
共
に
手
を
携
へ
て
陸
み
あ
ひ
て
し
か
ば
、
い
つ
し
か

三
人

組

の

仇

名

き
へ
誰
れ
彼
れ
に
設
け
ら
れ
て
、
や
が
て
は
畿
の
光
の
歌
に
迭
ら
れ
て
、
校
門
に
侠
を
分
ち
て
の

後
も
、
結
ぶ
盟
は
繭
堅
く
、
鼎
の
足
の
そ
れ
の
ご
さ
互
に
助
け
輸
け
む
さ
、
三
十

路

に

あ

ま

る

年

月

を
や
巾
に
親
し
く
往
来
し
て
、
五
日
は
杖
さ
も
柱
さ
も
君
を
し
深
く
頼
み
て
し
か
ひ
も
な
く
て
、
あ
は

れ

心

な

き

夜

宇

の

嵐

に

な

ど

や

脆

く

も

誘

は

れ

給

ひ

け

hu
、
五
口
等
二
人
を
振

b
棄

て

、

世

を

早

め

給

ひ

し

乙

そ

淘

に

哀

し

さ

も

悲

し

き

限

b
な

b
け
れ

u

／ 

二
三
五



二一一一六

お
の
れ
君
、
が
病
の
床
に
臥
し
給
び
し
さ
開
き
て
篤
き
訪
れ
し
折
は
、
聞
き
た

b
し
程
も
な
く

て、
3
し
て
会
九
へ
給
へ

b
し

3
ま
も
な
く
、
君
も
亦
日
な
ら
ず
快
か
ら
め
芝
、
何
く
れ
ご
う
ち
語
ら

び
て
お
は
せ
し
か
ば
、
い
さ
心
も
強
く
て
、
其
後
の
た
よ

b
に
も
日
に
日
に
癒
え
ヨ
せ
給
ふ
乙
ご

の
よ
し
を
の
み
聞
き
て
け
れ
ば
、
心
安
く
泡
せ
し
に
、
た
、

b
m洩
ら
せ
給
ひ
て
、
宜
ハ
路
速
く
か

し
ま
た
ち
せ

ヨ

せ
給
は
え
さ
は
、
い
か
で
か
思
び
か
け
て

U
、か

一
日
二
日
ば
か

b
の
う
ち
に
か
ば
か

ほ
ど
親

し
く
契
hJ
て
し
を
、
其
最
後
に
も

得
逢

は
で
、
徒
ら

に
空
搬
の

な
き

か
ら
に

一決
の
み
そ
、

ド
＼
乙
さ
の
い
か
ば
か
ら
悔
し
か
る
べ
き
、
よ
し
そ
れ
も
天
津
紳
々
の
定
め
給
へ

b
し
乙
さ
な
ら

む
に
は
、
せ
め
て
は
い
か

に
し
て

君
が

御
震
を

、
ぞ
慰
め
ま
つ
る
べ
き
さ
岡
山
へ
ば
、
夢
に
も

一面
影
の

ほ
の

見
え
て
、は
て
は

御
麓
コ
へ

ま
、さ

ま
、
ぎ
ご
聞
き
な

3
る
、
心
地
す
る
ぞ
い
よ
い
よ
悲
し
き
、》

君
は
少
か

b
し
時
よ

b
よ
ろ
づ
秀
て
コ
せ
給
ぴ
、
皐
ぴ
の
閣
に
在

b
し
日
に
も
、
常
に
同
じ
級

の
中
に
頭
立
ち
て
る
は
せ
し
が
、
わ
き
て
数
ま
ふ
道
に
は
、
二
百
に
飴
る
も
ろ
も
ろ
の
皐
び
子
の

其
中
に
抜
き
ん
で
、
い
さ
も
優
れ

3
せ
給
ぴ
、
世
に
も
稀
れ
な
る
秀
て
人
よ
さ
比
白
人
に
仰
、
が
れ

給
ぴ

mH
、
き
れ
ば
世
に
出
て
給
ぴ
て
後
も
、
商
ぴ
の
道
に
敏
く
、
事
を
裁
く
に
立
板
に
水
流
し
た
ら

U
相
川
〈
よ

ろ
づ
滞
る
と
ご
も
な
〈
て
、
人
々
に
重
〈
も
て
は
や

3
れ
給
ひ

し

も

と

芝

は

b
や
、
況



し
て

三
十
芝
せ
の
永
き
に
、
｝
日
さ
て
も
私
乙
さ
の

3
は

b

k
勤

を

怠

ら

せ

給

ぴ

づ

る

乙

さ

さ

て
は
な
く
、
日
曜
日
に
も
日
の
宇
は
必
ず
店

に
出
て
＼
何
く
れ
さ
事
を
理
め
給
ぴ
し
は
、
皐
ぴ
子

の
昔
雨
に
も
雪
に
も
勉
め
廟
み
て
、
た
立
の
日
も
怠
ら
せ
給
は
ゴ

b
し
に
も
思
ぴ
あ
は
ヨ
れ
て

ま
こ
さ
に
世
の
鑑
芝
も
見
る
べ
き
俗
勤
の
性
な

b
け

b
。

君
ま
た
、
深
く
童
日
議
骨
董

の
類

を
愛
て
さ
せ
給
ひ
、
鑑
識
の
道
に
も
暗
か
ら
ず
、
限
あ
れ
ば
古
へ

人
の
筆
の
跡
を
友
さ
し
鈴
ぴ
、
3
う
し
に
は
い
つ
も
花
を
活
け
よ
き
だ
き
も
の
を
薫
ら
せ
・
な
ど

し
て
、
よ
ろ
づ
風
雅
の
道
を
楽
」
み
給
ひ
、
叉
常
に

筆

の
す
さ
び
の
道
、
ど
い
そ
し
み
、
新
ら
し
き
書

籍
な
ど
悉
く

読

み
給
ぴ
て
、
深
く
身
を
修
め
一
紳
を
養
ム
乙
さ
を
怠
ら
せ
給
は
、
ぎ

b
し
が
、
こ
れ
さ

て
も
い
さ
少
か

b
し
時
よ

b
犠
み
給
へ

b
し
こ
さ
に
て
、
寄
宿
合
に
在

b
し
向
、
じ
輩
の
、
時
に
詩

を
吟
ひ
飢
舞
な
ど
し
て
う
ち
興
ず
る
中
に
、
深
〈
き
う
し
に
籍

b
J
L
は
、
石
摺
せ
る
偉
人
の
筆
の

跡
な
ど
橋
き
て
、
濁

b
静
に
娯
め

b
し
十

三
四
の
少
年
乙
そ
君
な

b
け
れ
さ
思
ひ
令
は
せ
て
は

ま
乙
に
栴
檀
の
二
葉
の
古
語
も
思
ひ
出
て
ら
れ
て
、
其
頃
よ

b
早
も
な
み
な
マ
か
な
ら
ず
る
は
せ

し
が
、
君
い
さ

言
葉
少
く
、常
に
人
さ
事
を
論
ふ
乙
さ
も
稀
に
し
て
、
ま
し
〈
や
麓
を
廠
し
弓
一一回
以
宇

ぴ
給
ひ
し
乙
さ
な
ん
ど
絶
え
て
あ
ら
だ
」

b
け
れ
ど
、
た
ま
た
ま
の
一

二一一
同
二
言
も
皆
人
に
重
く
問

二
三
七



二
三
入

き
な

3
れ
て
、よ
く
用
ゐ
ら
れ
給
ぴ
し
も
、
ま
乙
さ
に
勝
れ
た
る
徳
も
た
せ
給
ぴ
し
し
る
し
な
L
Y

け

U
、
ま
た
友
を
懐
ム
心
の
厚
か

b
し
は
世
の
人
に
優
れ
て
、心
ば
へ

い
芝
温
く
、
深
く
交
ら
う
友

が
き
に
は
常
に
何
く
れ
さ
心
を
つ
く
ヨ
せ
給
ひ
し
の
み
か
、
あ
ま

b
深
か
ら
ぬ
輩
よ

b
さ
て
も

た
ま
た
ま
頼
み
問
ゆ
る
こ
さ
し
あ
れ
ば
、
必
ず
快
く
諾
ひ
て
、
絶
え
て
否
み
給
ひ
し
乙
芝
、
て
は

な
く
、
世
に
出
て
給
ひ
て
後
も
、
多
く
の
友
を
薦
め
て
後
見
さ
せ
給
ひ
し
も
限
な
く
、
数
あ
る
同
胞

逢
を
も
常
に
愛
し
み
給
ひ
て
る
ほ
か
た
の
数
育
な
ど
も
身
一

つ
に
引
受
け
て

導

き
来
た

3
せ

給
へ

b
し
な
ど
、
ま
乙
さ
に
な
み
な
み
な
ら
ず

美

は
し
く
優
し
き
心
な

b
け

U
。

君
は
か
く
よ
ろ
づ
優
し
く
ゐ
は
し
給
へ
れ
ど
、
事
に
臨
み
て
は
い
さ
心
も
強
く
て
、
き
は
め
は

た

3
せ
給
ム
乙
さ
い
さ
、
保
く
、
静
に
そ
の
善
悪
を
き
は
め
て

一
度
か
く
さ
思
ひ
定
め
た
ら
り
に

は
、
い

3
、
か
た
め
ら
ふ
乙
さ
も
な
く
取

b
行
は
せ
給
ム
性
な

b
け

b
、
凡
そ
世
の
人
の
常
さ
て

日
頃
愛
て
玩
べ
る
資
な
ど
は
、
わ
き
て
思
ひ
す
て
難
き
習
な
る
を
、
さ
い
つ
乙
ろ
日
頃
年
頃
蒐
め

蔵
へ
て
愛
て

3
せ
給
へ

b
し
、
か
ず
か
ず
の
世
に
も
得
、
が
た
き
資
古
き
絵
、
な
ど
を
、
思
ふ
よ
し
の

あ
れ
ば
さ
て
悉
〈
他
人
に
一
譲

b
は
て
、
い

3
、
か
惜
し
さ
も
思
は
せ
、
さ

b
し
な
ど
、
な
か
、
な
か
常

の
人
に
は
局
し
が
た
き
と
ミ
に
て
、
な
べ
て
の
道
に
も
常
に
か
〈
潔
〈
ゐ
は
せ
し
ぞ
、
事
止
は
た
ー



せ
て
い
つ
も
善
き
買
を
獲

3
せ
給
へ

b
し
も
乙
さ
は

b
な

b
。

君
常
に
自
ら
薄
〈
身
を
持
た
せ
給
ぴ
て
、
絶
え
て

窓会

b
腐

ら
せ
給
ふ
乙
さ
な
〈
、
よ
み
づ
っ
、

ま
や
か

に
、
今
も
昔
に

溌
ら

で
故
き
人

々
に

も
一議

b
謙

b
て
、
い
さ
心

易
く
交
ら
ひ
給
へ

b
し
か

ば
、
い
づ
れ
も
よ
く
親
み
、
か
ま

ぎ
賞
へ
ね
ぞ
な
か

b
き
、
寅
に
君
乙
そ
は
図
漏
有
徳
の
君
子

さ
や

謂
ム
ベ
か

b
け
め
五
日
は
君
を
秋
の
月
の
高
く
清
ら
か
に
し
て
園
か
に

椛仰

け
る
に
や
較
べ
ま
し

君
常
に
竹
を
愛
で

3
せ
給
ひ
て
、
園
に
は
之
を
多
く
栽
え
蔵
へ
給
へ

b
し
、
栓
幅
な
ど
に
も
竹
を

書
け
る
、
が
殊
に
多
く
、
叉
’白
ら
続
け
て
傍
竹
さ
な

U
呼
ば
せ
給
へ

b
し
、
が
、
淘
に
其
行
の
正
し
く

て
心
の
直
ャ
な
る
乙
さ
竹
の
如
く
な

b
し
、
性
乙
そ
常
の
犠
み
に
も
額
は
れ
た

b
け
め
。

君
乙
ミ
し
四
十
七
歳
の
き
か

b
も
て
空
し
く
来
て
給
へ

b
し
が
、
猶
茂
さ
せ
か
い
や

3
か
に

栄
え
ま
し
た
ら

U
に
は
、
世
の
た
め
家
の
た
め
か
ず
か
ず
の
功
演
も
多
か
ら
ま
し
を
、
か

b
そ
め

の
い
た
つ
き
に
世
を
早
め
給
ひ
し
乙
さ
、
か
へ
す
、
が
へ
す
も
い
さ
口
惜
し
く
て
、
あ
は
れ
鼎
の
脚

の

つ
折
れ
て
、
残
る
二
つ
は
如
何
に
し
て
立
ち
も
や
せ
ん
さ
思
へ
ば
、
叉
も
涙
の
み
せ
き
あ
げ

て
、
し
ぼ
る
挟
の
ひ
ま
な
き
乙
そ
誠
に
悲
し
さ
も
哀
し
き
限
な

b
け
れ
。

二
三
九
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あ
す
よ

b
は
な
に
を
頼
ま
む
手
な

れ

乙
し

杖
う
し
な
ひ
し
め
し
び
な
ら
な
く
に

う

つ

し

檎

に

む

か

へ

は

き

み

は

ほ

、

え

み

て

か
た
？
り
ま
す
か
も
撃
の
き
乙
ゆ
る

思

は

し

さ

思

へ

さ

な

ほ

も

思

は

れ

て

ま

た

お

き

ま

3
る

そ

て

の

白

露

君
，
か
徳
風
を
近
江
の
名
所
の
四
季
に
し
ね
び
て
よ
め
る

温

厚

長

等

山

み

ね

ふ

く

風

も

の

さ

か

に

て

し

つ

こ

、

ろ

な

く

ち

る

棲

か

な

寛

宏

も
、
、
川
の
水
を
集
め
て
ひ
ろ
ひ
ろ
さ

波

し

っ

か

な

b
旭
川
の
う
み
つ
ら

二
四



二
回
二

雅

i壊

月
き
よ
き
三
井
の
ま
し
み
つ
秋

3
ぴ

℃

塵

も

留

め

す

す

み

ま

3
る
な

b

向

潔ョ

く
れ
の
乙
る
比
一
兵
の
だ
か
ね
の
白
雪
は

き
み
か
心
の
か
た
み
な

b
け

b

対

近

医

浅

田

泉

，

次

郎

昔
曙
好
せ
ら
れ
た
煙
草

西
川
さ
ん
の
煙
草
好
き
は
有
名
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
煙
草
が
専
買
に
な
る
前
に
「
ス
ト
レ
ツ

ト
カ
ッ
ト
」
ご
云
ム
舶
来
の
雨
切
煙
草
が
あ
っ
た
、
赤
さ
疏
黄
色
の
絹
布
て
般
裁
よ
く
包
ま
れ
、
十

本
入
の
値
段
、
が
其
頃
た
し
か
二
十
銭
？
さ
－
記
憶
す
る
、
其
れ
が
非
常
に
曙
好
に
通
し
て
居
っ
た

買
際
風
味
の
よ
い
煙
草
で
あ
っ
た
。



角
力
さ
御
祝
儀

明

治

三
十
六
七
年
の
頃
、
未
だ
店
は
内
栄
町
四
丁
目
に
在
る
時
代
、
至
っ
て
醤
式
の
店
舗
て
墨

敷
に
結
界
構
へ
さ
一
五
ム
有
様
、
其
時
分
に
は
金
子

3
λ
を
直
士
口
き
ん
、
柳
田

3
ん

を

富

士

松

さ

ん

西
川
き
ん
を
丈
戒
は
ん
さ
呼
ん
で
居
だ
、
そ
し
て
直
七
さ
ん
（喜
多
奈
一
兵
七
氏
）重

助

は

ん
（加

藤

重

俊

氏
）等
家
持
通
勤
の
番
頭
は
ん
は
、
交
代
て
毎
夜
店
へ
宿
直
に
来
ら
れ
て
居
た
、
蛍
時
店
に
寝
起

を
し
て
居
る
若
い
者
仲
間
て
、
ひ
さ
し
き

b
角
力
が
は
づ
ん
だ
も
の
だ
、
夜
に
な
る
さ
店
の
机
や

結

界

を

取

b
芹
什
け
て
ド
タ
ン
パ
タ
ン
跳
ね
、
返

b
、
終
に
は
直
輸
の
店
（内

栄

町

五

丁

目

に

直

職

．
 

砂
糖
合
資
舎
祉
さ
一
五
へ
る
あ

b
）
へ
迄
も
押
し
掛
け
て
騒
い
だ
も
の
だ
、
殊
に
西
川
き
ん
宿
直
の

晩

に

は

一

層

激

し

く

大

勢

て

暴

れ

た

そ

れ

に

は

理

由

が

あ

る

、

何

ご

な

れ

ば

西

川

き

ん

が

必

ず

図

札

一

枚

を

奮

愛

せ

ら

る

、

例

で

あ

っ

た

か

ら

て

あ

る
、
サ
ア
此
御
祝
儀
が
出
る
さ
、
誰
や
ら
が

元

町

六

丁

目

の

江

戸

屋

へ

走

b
生

菓

子

を

頁

．っ
て
来
る
、
そ

れ

を

待

ち

策

ね

て

御

馳

走

に

な

る

さ
一
五
ふ
寸
法
で
あ
っ
た
、
併
し
園
札
皆
を
御
馳
走
に
な
る
謬
て
は
な
い
、
此
内
二
十
銭
？
て
舶
来

煙

草
「ス
ト

ν
ツ
ト
カ
ッ
ト
」
一
個
を
買
っ
て
施
主
へ
御
釣
を
、
返
し
た
も
ん
だ
。

行

儀

の

よ

い

人

二
四
三




